
子どもたちの夢とロマンを乗せて子どもたちの夢とロマンを乗せて
6 月 26 日（日）“SLもおか”の乗車人数が
100 万人に達しました。（7Pに関連記事）
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人
口
と
世
帯
数

人
口
と
世
帯
数

人 口 79,542 人（144 人）
男：40,253 人（76 人）/ 女：39,289 人（68 人）

世 帯 32,581 世帯（ 143 世帯）
令和 4 年 7 月 1 日現在、市民課調べ

（　）内は前月比。減少の場合のみ▲印を記載。住民基本
台帳と外国人登録（登録者数 3,645 人）をもとに算出。

いつも元気で走りまわる
のが大好きな大ちゃん。
1 歳 7 カ月になり、おしゃ
べりも少しできるように
なりました。毎週、お兄
ちゃんの野球の応援をお
姉ちゃんと一緒にがん
ばっています。
　　　　　（父・母より）

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
グ
レ
ン

ド
ー
ラ
市
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
習
生
と
し
て
６
月
末

か
ら
２
カ
月
間
、
真
岡
市
役
所

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
姉
妹
都

市
・
姉
妹
校
間
の
交
流
を
促
進

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

インスタグラ
ムで、市内で
の活動を紹介
しています。

問 総合政策課総合政策係 ℡83-8102 FAX83-5896

  SDGs の17のゴールは、私たちの生活と密接に関係
しています。SDGsをより身近に感じてもらえるよう、
それぞれのゴールについて紹介します。

　　　 　　「おとう飯」料理教室は、男性を対象
に毎年開催しており、多くの料理初心者の方が
参加しています。家事参画の第一歩を踏み出し
てもらうために、毎回、楽しく手軽な料理作り
に取り組みます。
　市の男女共同参画社会づくり事業ではこのほ
か、子どもと一緒にさまざまな体験教室に参加
しながら、父親同士が育児の意見交換をする「子
育て世代交流会」を 8 月から予定しています。

・両親で子育て準備「マタニティセミナー」
・夫婦で育児「すこやか赤ちゃん教室」「離乳食教室」
・男女共同参画社会づくり講演会やセミナーの実施

　ジェンダーとは「男性はこうあるべき」「女性はこうあるべき」というような、
社会的・文化的な役割やイメージで無意識に決めつけている男女の違いのことです。
　世界には女性というだけで、望んだ仕事に就けない、十分な教育を受けられないなど、
差別がある地域があります。また、日本では、教育・健康の分野では、ほぼ平等ですが、
政治・経済の分野では女性の参画率が低く、格差の解消が求められています。
　SDGs が目指すのは、男性も女性も社会的に常に平等であることです。男性だから、
女性だから、とさまざまな偏見や差別を受けることのない社会づくりが必要です。

皆さまが行っている SDGs
に関する取り組みを広報も
おかに掲載しませんか。掲載
希望の方は、総合政策係へ、
電話または FAX、専用フォー
ムで申し込みください。

申し込み
フォーム



令和 4年 8月号（2）令和 4年 8月号（2）（3）広報もおか（3）広報もおか

問 

健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
係　

℡
８
３
・
８
１
２
２

　

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
の
結
果
で
は
、
20
歳
以
上
の
男
性
の

野
菜
摂
取
量
は
２
９
５
・
４
ｇ
、
女
性

は
２
８
１
・
９
ｇ
と
目
標
の
野
菜
１
日

３
５
０
ｇ
以
上
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

平
均
す
る
と
、
１
日
約
60
ｇ
の
野
菜
が

不
足
し
て
い
ま
す
。

約 60gは
これくらい

◎
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
が
緩
や
か
に
な
り
、
糖
尿
病
予
防

◎
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
、
脂
質
異
常
症
予
防

◎
ビ
タ
ミ
ン
摂
取
の
抗
酸
化
作
用
に
よ
り
、
動
脈
硬
化
予
防

◎
食
物
繊
維
の
摂
取
に
よ
り
、
便
秘
予
防
・
解
消

　

真
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
員
の

山
口
さ
ん
と
青
柳
さ
ん
に
、
野
菜

を
克
服
す
る
方
法
を
伺
い
ま
し

た
。
次
の
５
つ
の
工
夫
で
野
菜
が

苦
手
な
人
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
と
言
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、市
の
健
康
増
進
課
で
は
「
ベ

ジ
チ
ェ
ッ
ク
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
手
の

ひ
ら
を
数
十
秒
当
て
る
だ
け
で
簡
単
に
野
菜

摂
取
量
を
推
定
す
る
機
器
で
、
測
定
時
の
２

～
４
週
間
前
ま
で
の
食
生
活
が
反
映
さ
れ
ま

す
。
生
活
習
慣
病
予
防
に
欠
か
せ
な
い
野
菜

が
し
っ
か
り
取
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
で
き

ま
す
。

　

測
定
後
は
、
管
理
栄
養
士
ら
に
よ
る
説
明

の
ほ
か
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
お
す

す
め
レ
シ
ピ
の
紹
介
な
ど
、
野
菜
を
手
軽
に

食
べ
る
工
夫
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

毎
月
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
と
ま
ち
な
か
保
健
室
で

　

毎
月
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
と
ま
ち
な
か
保
健
室
で
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク

「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク

デ
ー
」

デ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
予
約
不
要
、
無
料
で
測
定
で
き
ま
す
。

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
予
約
不
要
、
無
料
で
測
定
で
き
ま
す
。

◎
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー　

毎
月
８
日
、
８
月

◎
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー　

毎
月
８
日
、
８
月
3131
日
（
野
菜
の
日
）

日
（
野
菜
の
日
）

◎
ま
ち
な
か
保
健
室　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
田
町
館　

奇
数
月
の

◎
ま
ち
な
か
保
健
室　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
田
町
館　

奇
数
月
の
1515
日日

	
	

	
	

　
　
　
　

		

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駅
前
館　

偶
数
月
の

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駅
前
館　

偶
数
月
の
1515
日日

■
時
間
は
午
後
１
時
か
ら
３
時
で
す

■
時
間
は
午
後
１
時
か
ら
３
時
で
す

■
土
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
翌
日
に
開
催
し
ま
す

■
土
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
翌
日
に
開
催
し
ま
す

■
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
も
お
か
で
、
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
も
お
か
で
、
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物

繊
維
が
不
足
し
、
次
の
よ
う
な
不
調
が
出
て
き
ま
す
。

▼
免
疫
力
の
低
下

▼
疲
れ
や
す
く
な
る

▼
脂
質
異
常
症

▼
高
血
圧

▼
糖
尿
病

▼
動
脈
硬
化　

な
ど

野
菜
は
体
の
調
子
を
整
え
ま
す
。

山口さん 青柳さん

撮影協力：ハーティッチファーム（寺内）
　　　　　二宮ふれあい市場（久下田西）

※撮影時のみマスクを外しています

▼
肌
荒
れ

▼
便
秘

　

畑
で
取
れ
た
て
の
野
菜
や
、
直
売
所
で
売
ら
れ
て
い
る

野
菜
は
、
日
数
が
た
っ
た
野
菜
と
味
が
全
然
違
い
ま
す
。

家
庭
菜
園
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

　

出
さ
れ
た
野
菜
料
理
は
食
べ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
自
分

で
作
る
と
自
分
好
み
の
味
に
な
り
、
何
よ
り
愛
着
が
湧
い

て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

　

ハ
ン
バ
ー
グ
や
ギ
ョ
ー
ザ
な
ど
に
、
す
り
つ
ぶ
し
た
り

細
か
く
刻
ん
で
原
型
を
と
ど
め
な
い
よ
う
に
加
え
る
と
、

苦
手
意
識
が
薄
ま
り
ま
す
。

　

ス
ー
プ
や
カ
レ
ー
な
ど
に
入
れ
、
好
き
な
食
材
と
一
緒

に
食
べ
る
と
、
野
菜
の
存
在
を
忘
れ
そ
う
で
す
ね
。

　

熱
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
甘
み
が
増
す
野
菜
も
あ

り
ま
す
。
緑
黄
色
野
菜
は
、
油
を
使
う
と
お
い
し
さ
が
増

し
ま
す
よ
。



令和 4年 8月号（4）令和 4年 8月号（4）（5）広報もおか（5）広報もおか

政府広報
勲章のはなし

　

昭
和
32
年
、
教
員
と
し
て
益
子
町
立

大
羽
小
学
校
に
着
任
し
た
後
、
市
羽
中

学
校
、
長
沼
中
学
校
、
山
前
中
学
校
等

に
勤
務
。
そ
の
後
、
芳
賀
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
教
育
委
員
会
に
７
年
間
在

職
し
、
教
育
次
長
を
務
め
た
。
ほ
か
、

逆
川
中
学
校
長
、
中
村
中
学
校
長
、
真

岡
中
学
校
長
を
歴
任
。
平
成
７
年
３
月

定
年
に
よ
り
退
職
。

賞
歴
／
栃
木
県
模
範
教
育
関
係
職
員
表

　
　
　

彰
・
全
日
本
中
学
校
道
徳
教
育
研

　
　
　

究
会
表
彰
な
ど

　

昭
和
44
年
に
栃
木
県
警
察
官
と
な
り
、

関
東
管
区
機
動
隊
員
と
し
て
成
田
空
港
警

備
等
を
担
当
。
そ
の
後
、
刑
事
課
・
生
活

安
全
課
等
勤
務
を
経
て
、
県
警
本
部
生
活

安
全
部
特
別
捜
査
員
を
17
年
間
務
め
た
。

退
職
後
も
多
岐
に
わ
た
る
警
察
業
務
の
経

験
を
生
か
し
、
宇
都
宮
家
庭
裁
判
所
家
事

調
停
員
を
６
年
間
務
め
た
。

賞
歴
／
栃
木
県
警
察
本
部
長
賞
詞
・
栃
木

　
　
　

県
知
事
感
謝
状
・
宇
都
宮
家
庭
裁

　
　
　

判
所
長
感
謝
状
な
ど

　

昭
和
29
年
、
教
員
と
し
て
市
貝
村
立

市
塙
小
学
校
に
着
任
し
た
後
、
七
井
小

学
校
、
久
下
田
中
学
校
、
真
岡
中
学
校
、

大
内
中
学
校
に
勤
務
。
そ
の
後
、
長
田

小
学
校
教
頭
、
真
岡
小
学
校
教
頭
を
経

て
、長
沼
中
学
校
長
、久
下
田
中
学
校
長
、

真
岡
西
小
学
校
長
を
歴
任
。
平
成
６
年

３
月
定
年
に
よ
り
退
職
。

賞
歴
／
栃
木
県
模
範
教
育
関
係
職
員
表

　
　
　

彰
・
栃
木
県
教
育
功
労
者
表
彰

　
　
　

な
ど

　

昭
和
53
年
、
看
護
師
と
し
て
芳
賀
赤
十

字
病
院
に
入
社
。
平
成
21
年
に
、
看
護
副

部
長
に
就
任
し
、
勤
務
を
続
け
な
が
ら
国

際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
に
進
学
。
さ
ら

に
日
本
看
護
協
会
認
定
看
護
管
理
者
を
取

得
し
、
平
成
26
年
３
月
に
退
職
後
は
、
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ
の
み
や
病
院
看
護
部
長
に
就

任
。
平
成
29
年
か
ら
は
、
西
方
病
院
看
護

部
長
を
務
め
て
い
る
。

賞
歴
／
日
本
看
護
協
会
長
表
彰
・
健
や
か

　
　
　

親
子
21
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
な
ど

受賞者の皆さん
左から、菱沼さん、福田知事
　　　　柴さん、藤田さん

　

第
34
回
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
域
美
し
の
森

づ
く
り
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
ふ
れ
あ
い
の

森
伊
勢
崎
（
布
施
真
人
代
表
）
が
「
全
国
森
林
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
賞
」
を
受
賞
し
、
６
月
16

日
（
木
）、
市
役
所
で
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
森
伊
勢
崎
は
、
伊
勢
崎
・
高
勢
町
の

住
民
の
方
々
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
里
山
林
の
機
能

を
再
生
さ
せ
た
森
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ま

で
の
景
観
保
全
活
動
の
ほ
か
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
環
境
学
習
や
自
然
観
察
会
な
ど
の
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

布
施
代
表
は
「
こ
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

左から、小山泰明伊勢崎区長、石坂市長、
布施真人代表、白石次男元高勢町区長

　

７
月
４
日
（
月
）、
市
役
所
で
令
和
４
年
度
野
生

生
物
保
護
功
労
者
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
林
野
庁

長
官
感
謝
状
を
受
賞
し
た
「
も
お
か
エ
コ
の
会
」
の

福
田
政
夫
代
表
ら
が
来
庁
し
ま
し
た
。

　

も
お
か
エ
コ
の
会
は
、
平
成
20
年
に
結
成
し
て
以

来
、
環
境
問
題
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
真
岡
市
を

中
心
と
し
た
芳
賀
郡
内
の
小
中
学
校
へ
の
出
前
講
座

や
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ブ
ー
ス
出
展
、
企
業
と
連
携
し

た
環
境
学
習
会
の
開
催
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
栃
木
県
の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
実
績
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
今
回
の
受

賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

石
坂
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
に
自

然
に
対
す
る
愛
着
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

活
動
に
対
す
る
今
後
の
期
待
を
話
し
ま
し
た
。

左から、矢吹勝治さん、福田政夫代表、
石坂市長、嘉村皓明さん、石渡饒一副代表

物部小学校での出前講座

　

６
月
15
日
（
水
）、
栃
木
県
公
館
で
福
田
知
事
か

ら
県
内
の
各
種
功
労
者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
市
内
で
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

柴　
　

惠
さ
ん

　
（
真
岡
市
議
会
議
員
）

　

藤
田　

ヒ
サ
子
さ
ん

　
（
真
岡
市
統
計
調
査
員
）

　

菱
沼　

正
二
さ
ん

　
（（
一
社
）
栃
木
県

　
　

建
築
士
会
理
事
）



令和 4年 8月号（6）令和 4年 8月号（6）（7）広報もおか（7）広報もおか

　

６
月
19
日
（
日
）、
三
谷
地
区
で
、
土
砂
災
害
防

災
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
と

想
定
し
て
、
消
防
団
や
警
察
が
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
前
９
時
に
防
災
無
線
で
避
難
指
示
の
発
報

が
あ
っ
た
あ
と
、
三
谷
地
区
の
住
民
約
60
人
が
三
谷

農
村
広
場
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
消
火
訓
練
に
参
加

し
た
り
、
要
救
助
者
の
救
助
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
見
学
し
た
り
と
、
災
害
を
想
定
し
、
住
民
同
士

の
協
力
が
必
要
な
訓
練
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

石
坂
市
長
は
「
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
今
日
の
訓
練
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
た
う
え
で
「
逃
げ
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
自
分
で
判
断
せ
ず
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
避

難
指
示
に
従
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
（
日
）、
真
岡
駅
の
上
り
ホ
ー
ム
に
お

い
て
、
Ｓ
Ｌ
も
お
か
乗
車
１
０
０
万
人
達
成
の
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
の
お
客
さ
ま
と
し
て
乗
車
し
た
宇

都
宮
市
在
住
の
小
学
２
年
生
、
大
塚
大
翔
さ
ん
は
、

真
岡
線
Ｓ
Ｌ
運
行
協
議
会
会
長
で
あ
る
石
坂
市
長
か

ら
記
念
の
乗
車
証
を
受
け
取
っ
た
あ
と
、
記
念
の
く

す
玉
を
割
っ
て
、
祝
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
に
は
、
沿

線
の
市
町
か
ら
７
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

真
岡
の
Ｓ
Ｌ
は
、
平
成
６
年
３
月
27
日
に
、
子
ど

も
た
ち
の
夢
と
ロ
マ
ン
を
育
む
事
業
と
し
て
運
行
を

開
始
し
、
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
、
多
く
の

Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
、
28
年
と
３
カ
月
で
大
台

を
達
成
し
ま
し
た
。

左から、大塚朱実さん、大翔さん
石坂市長

【大翔さんのコメント】
100 万人と聞いてびっくりし
たけど、とてもうれしかった。
SL は汽笛が鳴るところがすご

く好き。将来なりたいものは電車の運転手さん。
また SL に乗ってみたい。

　

７
月
12
日
（
火
）
か
ら
、
本
庁
舎
東
側
駐
車
場
が

利
用
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
開
始
に
伴

い
、い
ち
ご
バ
ス
の
バ
ス
停
（
市
役
所
）
や
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
が
「
市
役
所
東
側
入
口
ロ
ー
タ
リ
ー
」
へ
移

動
と
な
り
ま
す
。
利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
、
市
Ｈ
Ｐ

を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
庁
舎
駐
車
場
の
工
事
完
成
を
記
念
し
て
、

真
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
真
岡
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
か
ら
、
石
碑
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
石
碑
は
、

駐
車
場
東
側
出
入
口
付
近
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。市HP

新庁舎北側仮駐車場

市 HP

市
役
所
本
庁
舎

バス停
（いちごバス）

思いやり
駐車場 5台

新庁舎駐車場
138 台

東側出入口

北側出入口
　

６
月
12
日
（
日
）、
真
岡
消
防
署
二
宮
分
署
で
、

真
岡
市
消
防
団
に
よ
る
第
63
回
真
岡
市
消
防
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
は
、
規
模
を
縮

小
し
、
各
分
団
か
ら
代
表
の
部
の
み
が
出
場
す
る
形

式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
内
容
は
、
火
災
現
場
を
想
定
し
た
消
火
技
術

を
披
露
す
る
も
の
で
、
各
選
手
の
動
作
の
正
確
さ
、

火
点
と
呼
ば
れ
る
的
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
な
ど

を
競
い
ま
し
た
。

　

操
法
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
団
体
成
績
】

★
優
勝

　

第
３
分
団
第
１
部

★
準
優
勝

　

第
４
分
団
第
２
部

★
第
３
位

　

第
１
分
団
第
５
部

【
個
人
成
績
・
優
勝
】

★
指
揮
者
の
部

　

第
５
分
団
第
２
部　

谷
口　

和
也

★
１
番
員
の
部

　

第
３
分
団
第
１
部　

佐
藤　

正
啓

★
２
番
員
の
部

　

第
３
分
団
第
１
部　

仁
平　

貴
文

★
３
番
員
の
部

　

第
６
分
団
第
１
部　

土
屋　

眞
之
介

★
４
番
員
の
部

　

第
３
分
団
第
１
部　

吉
田　

享
人

　

消
防
庁
の
第
６
回
予
防

業
務
優
良
事
例
表
彰
に
お

い
て
、
芳
賀
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
本
部
が

消
防
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
、
６
月
30
日
（
木
）、

中
三
川
消
防
長
ら
が
市
役

所
を
訪
れ
、
石
坂
市
長
へ

報
告
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
取
り
組
み

は
、
栃
木
県
内
全
て
の
消

防
本
部
と
合
同
で
鑑
識
や

研
修
を
行
う
こ
と
で
、
県

内
の
火
災
調
査
の
高
度
化
を
図
り
、
令
和
３
年
度
に

発
生
し
た
火
災
に
お
い
て
、
原
因
不
明
の
火
災
ゼ
ロ

を
達
成
し
た
も
の
で
す
。

　

石
坂
市
長
は
「
こ
の
受
賞
を
糧
と
し
て
、
住
民
の

安
全
安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
、
よ
り
一
層
地
域
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
人
権
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
、

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
の
救
済
や
、
人
権
に
つ

い
て
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
に
関
す
る
長
年
の
活
動
に
よ
り
、
次
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

★
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　
柳　
　

要
治
さ
ん

★
宇
都
宮
地
方
法
務
局
長
感
謝
状

　
野
澤　

光
成
さ
ん

　

大
関　

馨
さ
ん

★
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　
飯
島　

啓
子
さ
ん

　

６
月
４
日
（
土
）
と
５
日
（
日
）
に
大
阪
府
で
開

催
さ
れ
た
、
極
真
会
館
主
催
「
全
日
本
体
重
別
空
手

道
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
、
今
大
会
か
ら
創
設
さ

れ
た
新
階
級
の
60
㎏
以
下
級
「
軽
軽
量
級
」
の
部
で
、

市
内
在
住
の
島
田
景
虎
選
手
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

島
田
選
手
は
、
６
月

23
日
（
木
）、
市
役
所
を

訪
れ
、
石
坂
市
長
へ
大

会
の
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

石
坂
市
長
か
ら
は 

「
真
岡
か
ら
素
晴
ら
し
い

成
績
を
残
し
て
く
れ
た

事
は
誇
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
も
期
待

し
て
い
ま
す
。」
と
激
励

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。



令和 4年 8月号（8）令和 4年 8月号（8）

問 プロジェクト推進課複合交流拠点整備係　℡ 83-8059　　★次回は「子どもゾーン」についてです。

　　現在、令和 7年春の開館を目指して設計を行っている「遊ぶ・学ぶ・にぎわう」複合交流拠点現在、令和 7年春の開館を目指して設計を行っている「遊ぶ・学ぶ・にぎわう」複合交流拠点
についてシリーズで紹介します。この施設は、子育て支援センターや屋内外の子ども広場、図書館、についてシリーズで紹介します。この施設は、子育て支援センターや屋内外の子ども広場、図書館、
地域交流センターを備えた複合施設で、第１回目は、その概要についてです。地域交流センターを備えた複合施設で、第１回目は、その概要についてです。

設計建設費　38億 820 万円

①公共施設の統廃合を進める自治体を対象とした補助金
②市町合併後 20年までが対象となる国からの財源
③公共施設の整備のためにこれまで積み立ててきた基金

市の実質負担　市の実質負担　
約17億円約17億円 ①国庫補助金①国庫補助金 ②地方②地方

交付税交付税

新たな支出
約7億円

③積立金
約 10億円

国の支援
約 21億円

設計建設費の内訳

施設内イメージ

　　子どもから高齢者まで、幅広い世代の方々が図子どもから高齢者まで、幅広い世代の方々が図
書館を利用し、また、子どもたちの遊びと学び、書館を利用し、また、子どもたちの遊びと学び、
子育て相談が同時にできる施設を目指していま子育て相談が同時にできる施設を目指していま
す。例えば、真岡について学ぶ講座に参加した際す。例えば、真岡について学ぶ講座に参加した際
に、関連する本を借りたり、子どもと一緒に遊んに、関連する本を借りたり、子どもと一緒に遊ん
だ後に、絵本を借りたり、子育ての相談もできるだ後に、絵本を借りたり、子育ての相談もできる
場所になります。場所になります。

　　図書館や子育て支援センターは、まもな図書館や子育て支援センターは、まもな
く築 40 年を迎えます。これまで老朽化にく築 40 年を迎えます。これまで老朽化に
よる雨漏りや、空調機器の故障が相次いでよる雨漏りや、空調機器の故障が相次いで
おり、今後も利用していくには、それぞれおり、今後も利用していくには、それぞれ
抜本的な修理が必要となります。そのため、抜本的な修理が必要となります。そのため、
今なら受けられる国の支援を活用して、市今なら受けられる国の支援を活用して、市
の実質的な負担を約 17 億円に抑え、市民の実質的な負担を約 17 億円に抑え、市民
が集い、学び、交流する新たな施設として、が集い、学び、交流する新たな施設として、
建設を進めています。建設を進めています。

図書館ゾーン

・一般図書

・郷土資料

・読書室

子どもゾーン

・子育て支援センター

・子ども広場

・子ども図書室

地域交流ゾーン
・新聞雑誌
・学習室
・カフェ
・地域交流センター
（イベント広場・交流エリア）

1F

　　1階は地域交流ゾーン、2階は子どもゾー1階は地域交流ゾーン、2階は子どもゾー
ン、3階は図書館ゾーンの 3階建てです。ン、3階は図書館ゾーンの 3階建てです。
全ての階が図書館として利用でき、施設内全ての階が図書館として利用でき、施設内
のどこでも本を手に取って読むことができのどこでも本を手に取って読むことができ
ます。現在の図書館よりも閲覧席や学習席ます。現在の図書館よりも閲覧席や学習席
を増やす計画です。1階のカフェでくつろぎを増やす計画です。1階のカフェでくつろぎ
ながら読書を楽しむこともできます。ながら読書を楽しむこともできます。

どんな施設ですか？どんな施設ですか？

（9）広報もおか（9）広報もおか

　このコーナーでは、真岡市で活躍する方
を地域おこし協力隊が取材し、紹介します。
今回も、粟村隊員が「真岡まちづくりプロ
ジェクト」のメンバーを取材しました！

　司会業、カウンセラー、飲食店スタッフ、二児の母と、多彩な顔
を持つ、久保田有紀さん。「まちづくりは人づくりから、そして環境
づくりでもある」「１人の100歩より100人の１歩」をモットーに、
個性あふれるメンバーとそれぞれのキャリアを生かして日々活動中。
久保田さんは「そこに住んでいる私たちが動き、前進することが大事。
まちづくりでは、参加することも、意見を言うことも、ためらわない
ようにしたいし、ためらわないでほしい」と語っています。最近では、
息子さんも参加したいと言ってくれたそうで、仲間の
輪が少しずつ広がっています。今後は、結婚相談カウ
ンセラーの仕事に注力したいほか、自ら始めたリユー
ス活動「服福ちゃん」で回収した学生服などのフリー
マーケットも考えているそうです。 市 HP

　

６
月
15
日
（
水
）、
旧
中
村
東
小
学
校
で
、
真
岡

み
ら
い
日
本
語
学
校
の
開
校
式
な
ら
び
に
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
校
が
延
期
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
温
か
な
拍
手
に
迎
え
ら

れ
、
新
入
生
14
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

成
暻
哲
（
ソ
ン
ギ
ョ
ン
チ
ョ
ル
）
理
事
長
か
ら
は
、

「
成
長
し
て
い
く
学
生
一
人
一
人
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
明
る
い
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

石
坂
市
長
か
ら
は
「
皆
さ
ん
に
は
将
来
、
真
岡
と

母
国
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、
テ
ッ
・
パ
イ
ン
・

ウ
ー
さ
ん
が
「
目
標
を
も
っ
て
日
本
に
来
ま
し
た
。

日
本
の
学
生
と
し
て
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
た
い
」

と
日
本
語
で
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

あいさつをするテッ・パイン・ウーさん

オンラインで両市の記念撮影

　

６
月
21
日
（
火
）、
真
岡
市
役
所
議
場
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
市
と
の
友
好
都
市
締
結

調
印
式
が
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
両

市
は
、
平
成
15
年
に
真
岡
中
学
校
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ン
ド
・
シ
ニ
ア
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
が
姉
妹
校
締
結
を

し
て
以
来
、
相
互
訪
問
や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
重
ね

親
善
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
は
、
両
市
の
魅
力
を
動
画
で
紹
介
し
、

代
表
生
徒
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
換
や
、
尊
徳
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
が
放
映
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ
、
ハ
ー
ヴ
ィ
ー

市
か
ら
は
、
風
景
を
収
め
た
写
真
と
、
３
種
類
の
木

材
で
作
ら
れ
た
手
作
り
の
木
製
ボ
ウ
ル
を
、
真
岡
市

か
ら
は
、
市
内
在
住
の
陶
芸
家
井
口
大
輔
さ
ん
が
手

掛
け
た
陶
製
の
器
と
、
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
市
の
市
章
を
あ

し
ら
っ
た
真
岡
木
綿
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ

贈
り
合
い
ま
し
た
。

生徒を代表して英語でスピーチした
真岡中学校の山崎美結さん

2F

3F



（11）広報もおか（11）広報もおか

問 建設課住宅係　℡ 83-8694

令和 4年 8月号（10）令和 4年 8月号（10）

　若者の市内定住促進と子育て世代の負担軽減を図るため、市内に住宅を取得し定住する若者・子育
て世代に対し、取得した住宅に係る固定資産税相当額の一部を、課税された初年度から最長で 3 年間
補助します。

　平成 31年 1月 2日～令和 4 年 1月1日
の間に、市内に新築住宅を取得し、取得し
た住宅に係る固定資産税が今年度課税さ
れた方および共有名義人

　令和 3 年 1月 2 日～令和 4 年 1月 1日
の間に、市内に中古住宅を取得し、取得
した住宅に係る固定資産税が今年度課税
された方および共有名義人

取得した住宅を生活の本拠としている方
（賃貸等を目的とした住宅は対象外）

令和 4 年 4 月 1 日
現在、住宅取得者
に中学生以下の子
がいる方

世帯全員に、市税
および税外収入金
に滞納がない方

　固定資産税の法定減額措置により減額
された額の 2 分の 1
★転入世帯は減額された額と同額

　中古住宅取得時の評価額で算出した固定
資産税の法定減額措置相当の額の 2 分の 1
★転入世帯は、固定資産税の法定減額措置相
　当の額と同額。算出された額の３カ年分を
　一括交付

補助限度額は 1 会計年度 10 万円

★令和 3 年度の補助を受けた方が、令和 4
　年度の補助を受ける場合は、申請書およ
　び請求書の提出が必要
※添付書類は不要
★令和 2 年度、令和 3 年度の補助対象で未
　申請の方も、対象者の要件を満たしてい
　る場合は、令和４年度の申請が可能

9 月 1 日（木）～ 10 月 31 日（月）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

（土・日曜日、祝日除く）

　申請書に必要事項を記入し、添付書類
を添えて建設課住宅係に提出
★申請書様式は建設課および二宮支所窓
　口にあるほか、市 HP からもダウンロー
　ドできます

中古住宅取得の場合

詳しくは市のホームページを確認、または、
下記窓口にお問い合わせください。

市 HP

問 秘書広報課秘書係　℡ 83-8098

　真岡市は、グレンドーラ市と姉妹都市、ハーヴィー市と友好都市を締結しているほか、斗六市と
友好関係にあります。今回はこれまで文化交流や訪問、オンライン会談など活発な交流を行い、絆
を深めている 3 都市紹介します。

中南部にある雲林県の東端
( 台北市から南西へ 230 ㎞）

約 109,000 人 約 94 ㎢

　昭和 58 年、両市のロータリークラブが姉妹
クラブ締結して以来、両市の訪問団や民間団
体が相互に訪問しています。

　昭和 61 年、真岡市長が斗六市を訪問。平成
5 年、正心高級中学と真岡西中学校が姉妹校
を締結しています。平成 26 年には、斗六市
の訪問団が市制施行 60 周年式典への出席の
ため来市。姉妹校だけ
でなく、民間レベルで
も親密な交流が続いて
います。

カリフォルニア州の南東
（ロサンゼルス中心部から東へ70㎞）

約 51,000 人 約 35 ㎢

　昭和 59 年、真岡高校 OB 吹奏楽団がグレン
ドーラ市に民泊。その後、両市の交流が始まり、
昭和 63 年に姉妹都市として締結しました。

　平成元年、真岡東中学校の生徒 52 人がグレ
ンドーラ市を訪問。その後、同校でガダード中
学校の訪問団を受け入れています。平成 30 年
には、真岡市民訪問団がグレンドーラ市を訪れ、
30 周年記念式典に列席。
コロナ禍においてもオン
ライン会談やインターン
シップ生の受け入れなど
交流を続けています。

約 28,000 人 約 1,700 ㎢

西オーストラリア州の南西
（パースから南へ 140 ㎞）

　平成 15 年、真岡中学校とオーストラリンド・シニア・ハイスクールが姉妹校締結したことで、相互
訪問など交流が盛んになり、令和 4 年 6 月 21日に友好都市として締結しました。

　姉妹校締結後、両市合わせて 300 人を超える生徒
が相互訪問し、お互いの文化や伝統を理解し合い親
善を深めています。また令和 3 年に、両市でオンラ
イン会談を行ったほか、長沼中学校・久下田中学校・
物部中学校の 3 校が、ハーヴィ―・シニア・ハイスクー
ルとのオンライン交流を実施しています。



　創業 50 年余りの、地域に愛されるお店です。
常連のお客さまの声で始めた丼物と純手打ち
のそば（うどん）のセットが大好評。旬の食材
を生かした季節のメニューは夜の宴会でも楽
しめます。夏はサッパリ「冷やしたぬき」、冬
はあつあつの「鍋焼きうどん」がおすすめです。

ときの屋（久下田）【所在地】
　久下田 958-1

【駐車場】
　店舗向かい側（5 台）

【営業時間】
　 11:00 ～ 14:00
　（夜の宴会は要予約）

【定休日】
　月曜日

【テイクアウト】あり
 問 74-0823

③③

①①

②②

④④ ⑤⑤

令和 4年 8月号（12）令和 4年 8月号（12）

＜応募先＞
〒 321-4395 真岡市荒町 5191 番地
秘書広報課広報広聴係

「広報もおか 8 月号プレゼント」担当

＊市内外問わず、1人 1通応募でき
ます。
＊同じ名前での応募が2通以上あっ
た場合は、1通のみ有効とします。
＊応募数が定数を超えた場合は抽選
となります。
＊当選者の発表は、当選券の発送を
もって替えさせていただきます。
＊抽選の結果について、電話・メー
ル等では回答できませんので、あ
らかじめご了承ください。

ｰ注意事項ｰ

専用応募フォーム

令和 4 年 8 月 31 日（水）　※消印有効

⑥⑥

久下田駅入口

106

白
蛇
辨
財
天

銀行

ク
リ
ニ
ッ
ク

（13）広報もおか（13）広報もおか

   「炬火」の採火（火おこし）イベントが市内 5 地区で行
われました。山前地区では、地域の子どもたちが集まり、
マイギリ式の火おこしに苦戦しながらも、力を合わせて

「山前の火」を誕生させました。8 月 6 日の集火イベント
で 5 地区の火が 1 つに集まり「真岡市の炬火」となります。

　今年の 3・4 月生まれの赤ちゃんとお母さんが参加し
“赤ちゃん教室”が行われました。ベビーマッサージは、
赤ちゃんがお母さんの手と触れ合うことで安らぎ、親子
の絆が深まると言われています。赤ちゃんたちは、ニコ
ニコした表情で、お母さんとのスキンシップを楽しんで
いるようでした。

  健康体力測定は、現在の体力を数値化することで自身
の健康状態や日々の健康づくりをチェックすることがで
きます。はじめにラジオ体操で体をほぐした後、握力や
障害物歩行などそれぞれの年齢にあった項目を測定しま
した。参加者たちは、今回の数値を確認し、運動と健康
についてさらに関心を高めました。



　

特
定
の
食
べ
物
に
含
ま
れ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
物

質
を
摂
取
し
た
際
、
身
体
が
食

べ
物
を
異
物
と
し
て
認
識
し
、

か
ゆ
み
、
じ
ん
ま
し
ん
、
咳
が
出

る
な
ど
の
症
状
の
ほ
か
、
呼
吸

困
難
な
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
症
状
に
陥

り
、
命
に
関
わ
る
重
篤
な
症
状

が
現
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
人
の
健
康
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
食
品
表
示
法
で
は
、
特
に
発

生
件
数
や
発
症
時
の
症
状
が
重

篤
な
7
品
目
を
「
特
定
原
材
料
」

と
定
め
、
容
器
包
装
さ
れ
て
い

る
加
工
食
品
に
、
ア

レ
ル
ギ
ー
物
質
を
含

む
表
示
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
一
定
数
の
健
康
被
害

が
み
ら
れ
る
２１
品
目
は
、「
特
定

原
材
料
に
準
ず
る
も
の
」
と
し

て
、表
示
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 
一
方
、
表
示
義
務
が
あ
る
特
定

原
材
料
で
も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
表

示
を
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り

令和 4年 8月号（14）

　

真
岡
市
に
は
、
約
３
５
０
０
人
の
外
国
籍
の
市
民
が
住
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内

で
も
市
の
総
人
口
に
占
め
る
外
国
籍
市
民
の
比
率
が
高
い
ほ
か
、
海
外
に
姉
妹
都
市
・

友
好
都
市
を
持
ち
、
全
て
の
中
学
校
が
海
外
の
中
学
校
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
こ
う
し
た
姉
妹
都
市
締
結
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
31
年
、

当
時
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
他
国
民
と
の
集
団
的
交
流
を

提
唱
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、国
際
レ
ベ
ル
で
姉
妹
都
市
運
動
が
展
開
。
そ
の
後
、

日
本
で
も
多
く
の
自
治
体
が
賛
同
し
て
国
際
親
善
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

真
岡
市
は
、
昭
和
63
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
グ
レ
ン
ド
ー
ラ
市

と
姉
妹
都
市
を
締
結
。
翌
年
に
は
、教
育
交
流
の
一
つ
と
し
て
A
E
T（
英
語
指
導
助
手
）

5
人
が
来
日
し
、
3
カ
月
間
市
内
の
中
学
校
で
、
日
常
会
話
や
文
法
に
重
点
を
置
い
た

「
生
き
た
英
語
」
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
A
E
T
た
ち
は
、当
時
の
市
長
と
の
会
談
で
、

心
か
ら
迎
え
て
く
れ
る
真
岡
市
民
の
温
か
さ
や
、
田
ん
ぼ
や
森
な
ど
自
然
豊
か
で
美
し

い
真
岡
の
風
景
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
向
上
な
ど
に
つ
い
て
、
語
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
A
E
T
の
英
語
の
授
業
や
姉
妹
校
同
士
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
な
ど
、
積
極
的
な
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
真
岡
市
は
、
こ
の
グ
レ
ン
ド
ー

ラ
市
と
の
親
善
を
契
機
に
国
際
交
流
の
幅
を
広
げ
、
本
年
6
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ハ
ー
ヴ
ィ
ー
市
と
友
好
都
市
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
教
育
を
は
じ
め
、
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
交
流
を
深
め
て
、
真
岡
と
世
界
を
つ
な
ぐ
友
好
の
輪
が
広
が
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

ご相談は、
消費生活センター

（真岡市役所 2 階
くらし安全課内）
毎週 月～金曜日
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

℡88
ハナシテナヤミナシハナシテナヤミナシ

4-78304-7830
相談料無料

▲休み時間に AET と会話を楽しむ
　生徒たち（平成元年ごろ）

▲調印式後、握手を交わす菊地市長
　とロイス・シェイド グレンドーラ市長
　（昭和 63 年ごろ）

義務 特定原材料
（7 品目）

えび、かに、小麦、そば、卵、乳、
落花生（ピーナッツ）

推奨
特定原材料に
準ずるもの

（21 品目）

アーモンド、あわび、いか、いくら、
オレンジ、カシューナッツ、キウイフ
ルーツ、牛肉、くるみ、ごま、さけ、さば、
大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、
もも、やまいも、りんご、ゼラチン

ま
す
。
例
え
ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
食
堂
な
ど
の
外
食
、
包
装
さ

れ
て
い
な
い
パ
ン
や
対
面
販
売
の

総
菜
な
ど
に
は
、
表
示
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
定
の
食
品
に
ア
レ

ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は
、
直
接
お
店

の
人
に
確
認
す
る

な
ど
注
意
が
必
要

で
す
。

食物アレルギー表示対象　28 品目食物アレルギー表示対象　28 品目

問 真岡市社会福祉協議会　℡ 82-8844

6 月に寄付をしてくださった方々（敬称略・順不同）
ありがとうございました。

（15）広報もおか

金 澤 重 男 ････････････････････････ 玄 米 150 ㎏
連合栃木芳賀地域協議会･･･現金6,819円、玄米60㎏
ハワイアンドリーム ･･･････････････ タオル 90 本
真岡市二宮地区農村女性連絡協議会 会長 猪野正子
　　　　　　　　　････････････････ 精 米 14 升

善意銀行
㈱オレンジ 篠﨑邦之･･･下着（大人・子ども用）211 着
JAはが野 真岡地区、二宮地区女性会････････食 品
ダ イ ナ ム 栃 木 真 岡 店 ･･･････････････････ 食 品
匿名 ･･････････････････････････････ 布団 20 枚
匿名 ･･･････････････････････････ 現金 5,000 円

　　　　　　　　　　加齢とともに体力や
心身の活力が低下してしまう「健康と要介
護の中間に当たる状態」のことです。フレ
イルの兆候に早く気付き、普段の生活で心
がけることで、予防や改善を図ることがで
きます。いつまでも健康で元気に過ごせる
ようフレイル予防に取り組みましょう！

こんな症状ありませんか？
□６カ月間で体重が2～3㎏減った
□疲れやすくなった
□体を動かすことが減った
□歩くのが遅くなった
□筋力（握力）が低下した

□１～２個➡フレイル予備軍かも
□ 3個以上➡フレイルの可能性あり

市では、オレンジサポーター（認知症予防ボランティア）に
よる体操や脳トレ教室を各分館やまちなか保健室などで、月
に１～ 2 回実施しています。参加希望の方は、下記へ問い
合わせください。フレイル予防を体づくりのきっかけとして
いただき、いつまでも元気に住み慣れた地域で自分らしく過
ごせるようにしていきましょう。

問 地域包括支援センターもおか（真岡市役所いきいき高齢課内）   　℡ 83-8132
　 地域包括支援センターにのみや（二宮コミュニティセンター内）　℡ 74-5139


